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フォトニック結晶 (Photonic Crystal, PhC) 構造は、物質と光の相互作用の高度制御を可能にする

魅力的プラットフォームの一つである。特に、量子的エミッターとして機能する量子ドット

(Quantum Dot, QD)と PhC 構造が結合した系では量子ドットの発光レートの高速化や物質と光子の

ハイブリッド状態の一つである強結合状態の形成など、共振器量子電気力学(Cavity Quantum 

Electrodynamics, CQED)的効果が強く発現する。これらの現象はレーザなどのフォトニックデバイ

スとして有用であることに加えて、電子系・スピン系と光子系のインターフェイスを実現する場

として量子技術への貢献も期待される。 

我々は、高品質ナノ共振器などのフォトニック結晶構造の作製技術の確立、量子ドットを中心

とする固体材料の発光制御に関する基礎物理の探求を進めるとともに、高効率光源などへの展開

や量子技術への応用を目指した研究に取り組んでいる[1]。これまでに、QD 励起子と PhC ナノ共

振器との高品質強結合系の実現[2]や二光子自然放出の増強[3]などを報告してきた。最近では、ス

ピンと光子のインターフェイスなどで重要な役割を果たす円偏光の制御を目指しカイラルフォト

ニック結晶に関する研究[4,5]も推進している。 

本講演では、PhC ナノ共振器を用いた CQED 研究の進展を簡単に紹介したのち、カイラル三次

元フォトニック結晶を用いた量子ドットの円偏光発光制御[6,7]についてその研究の進展を紹介す

る。また、縮退共振器を利用した量子ドットスピンの向きに依存した光の軌道角運動量の生成[8]

に関する最近の検討結果についても触れる予定である。 
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